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さて、きょうだいたち、私たちの主イエス・キリストが来られることと、私たちが御も

とに集められることについて、お願いしたいことがあります。霊によってであれ、言葉に

よってであれ、あるいは、私たちから送られたという手紙によってであれ、主の日が（は）

すでに来たかのように言う者がいても、すぐに理性を失って動揺したり、慌てふためいた

りしないでほしい。誰がどのような手段を用いても、だまされてはなりません。まず離反

が起こり、不法の者、つまり、滅びの子が現れなければならないからです。この者は、神

と呼ばれたり拝まれたりするものすべてに反抗して高ぶり、神の神殿に座り、自分こそ神

であると宣言します。（Ⅱテサロニケ 2:1 ～ 4 ） 

 

著者は、「さて、きょうだいたち」と語調を変えて語りかけている。「私たちの主イエ

ス・キリストが来られることと、私たちが御もとに集められることについて、お願いした

いことがあります。霊によってであれ、言葉によってであれ、あるいは、私たちから送ら

れた手紙によってであれ、主の日がすでに来たかのように言う者がいても、すぐに理性を

失って動揺したり、慌てふためいたりしないでほしい 。」 当時、霊的熱狂主義者や黙示的

預言者たちが、主イエスは既に来られたと熱烈に言いふらし、様々な情報によって、人々

を混乱させていた。しかし、それらは嘘の情報だから、「誰がどのような手段を用いても、

だまされてはいけません」と、心を惑わされないように警告している。主イエスが来られ

る前は、「不法の者、つまり、滅びの子が現れなければならないからで」ある。主イエス

は、主の日の前には、次のようなことが起こると、マルコ福音書13章 19～ 23節で、黙示文

学的に語っておられる。「それらの日には、神が天地を造られた創造の初めから今までな

く、今後も決してないほどの苦難が来るからである。主がその期間を縮めてくださらなけ

れば、誰一人救われない。しかし、主はご自分のものとして選ばれた人たちのために、そ

の期間を縮めてくださったのである。その時、『見よ、ここにメシアがいる』『見よ、あ

そこだ』と言う者がいても、信じてはならない。偽メシアや偽預言者が現れて、しるしや

不思議な業を行い、できれば、選ばれた人たちを惑わそうとするからである。だから、気

をつけていなさい。一切のことを、前もって言っておく」と予告された。偽り者が現れ、

苦難と混乱の後、天変地異が起こり、「その時、人の子は大いなる力と栄光を帯びて雲に

乗って来るのを、人々は見る（マルコ 13:26 ）。」 主の日の前には、自分をメシアのように

言いふらし、人を惑わす大きな苦難と混乱が起こる。Ⅱテサロニケでも、「まず、離反が

起こり、不法の者、つまり、滅びの子が現れなければならないからです。この者は、神と

呼ばれたり拝まれたりするものすべてに反抗して高ぶり、神の神殿に座り、自分こそ神で

あると宣言します」と書いている。テサロニケ近隣の諸教会においても、主イエスが言わ

れたように、偽メシアや偽預言者が現れて、しるしや不思議な業を行い、高慢に振舞い、

自分こそは神であると宣言する者たちがいた。彼らは、主の日は既に来たと言いふらし、

混乱を招いていたのである。しかし、これらは、主の日が到来する前に起こることである

から、慌てふためく必要は全くない。いつの世にも、根拠のないことを煽り、人々を不安

に陥れ、自分の栄誉と利益を求める偽宗教家はいる。著者は、主の日、終りの日の全き救

いを待ち望んで、目を覚まし理性的に、今の時、福音を信じ、福音に従って生きることが

大切であると諭している。信仰は「理性」を失ってはならないのである。 


